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１．災害ボランティアセンター
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閉鎖時におけるセンターのスタッフ数は、「１～９人」が一番多く、設置時に近い傾向がある。 

■図１６ 閉鎖時のボランティアセンタースタッフ（専従スタッフとボランティアスタッフの合計） 
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・ 水害の片づけ、掃除、ニーズの聞き取り。 

・ 災害ごみの分別・公共場所の駐車場の清掃。 

・ 災害ごみの分別、泥の搬出、家具の搬出、不要品の搬出。 

・ 床上浸水など被災住宅の土砂取り除き清掃など。 

・ 家具の等の搬出入、土砂搬出、家屋の清掃、災害ごみの分別。 

・ 土砂撤去、床下泥よけ、家具運び出し、消毒。 

・ 土砂だし、家財道具の運び出し、 消毒。 

・ 土砂撤去・家具の土砂撤去́ 、 分別・消毒・清掃。 

・
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（２）資金について 

問２－１ 災害ボランティアセンターの「 
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■図３０ 災害ボランティアセンターの運営時に使われた資金額（左：台風、右：豪雨、下：地震） 

 

 災害別にセンターの運営資金を見たところ、台風災害は、300 万以下の活用が多く、豪雨・

地震では 100 万円以上かかっているセンター� 、
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■図３１

３１図■図 ３１図３�３１
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（３）設置・運営に関するマニュアルについて 
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（４）行政とボランティアセンターとの平時からの連携 

問４－１ 災害ボランティアセンターが設置された市町村において、災害ボランティアセンター

の設置や災害ボランティアの受付・配分等を視野に入れて防災訓練を屡 屡、�

塀－、の � �

を を8�｠
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・ 災害ボランティア活動の知識、経験を有する団体とのネットワーク 

・ 県内外からスキルからスキルのあるボランティアやＮＰＯ団体、社会福祉協議会職員

の支援を早くから受け、運営の仕方も毎日深夜までのミーティングで、検討され、良

い物が出来上がっていった。特に、ＪＣ（青年会議所）の方々の支援で大きな助けと

なった。 

 

●ボランティアセンターの立ち上げには、経験を有する
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して頂き、また、他の市町村での災害発生時には現地活動が出来る体制づくりが出来

るよう、職員、市民が日頃から防災意識を持てるようにしていきたい
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えての訓練が行われていますが、社会福祉協議会としては災害後の復旧に向けての取

り組みをシミュレーション訓練。 

・ これまで、防災訓練に社会福祉協議会は入っていなかった。、 のB36
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に打ち合わせをし、確認するべきであった。 

・ 地震に限らず災害に対する備えや意識希薄だったため、すべての面で大変混乱した状

況におかれた。今回の経験を機に、行政や各関係機関・団体はもとより、住民からも

災害に対する意識やそれに備える組織やルール作りを連携のもとに｡ か � �対し たした 経験 今 回・今回や行政対

状 対
合
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